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1. はじめに

歩行者が道路を横断する際，ドライバの視線や動きから，

歩行者である自分を認識しているか判断することが多い．

自動運転車にはドライバがいないため，歩行者は自動運転

車が自分（歩行者）の存在を認識できているか不安を感じ

る．本稿では，歩行者が自動運転車に対してどのような不

安を抱いているかを調査し，歩行者が自動運転車に求める

情報提示を示す． 

2. 歩行者と自動車のコミュニケーション

歩行者は日々ドライバや自動車の挙動を確認し行動をし

ている．ドライバから歩行者に送られる“譲り意思”を示す合

図は，歩行者の横断開始判断の重要な情報・手掛かりにな

る[1]．自動運転車にはドライバが存在しないため，これらの

情報が得られない．したがって，自動運転車が社会に受け

入れられるためには，歩行者と自動運転車がお互いの行

動意思を理解し合う仕組みが必要である． 

3. アンケート調査

歩行者の自動運転車に対する意識や交通心理，行動傾

向などについてインターネットによるアンケート調査を実施

した．アンケートの実施期間は2021年11月19～20日で，

18～82 歳の男女を対象とした．回答数は 110，有効回答

率は 95％であった．

歩行者が自動運転車に対して抱く不安と，歩行者が自

動運転車に求めるコミュニケーションの方法について得ら

れた結果を次章以降で述べる． 

4. 自動運転に関する不安や恐怖の要因

自動運転車に対して不安や恐怖を感じる理由を自由回

答にて回収した．これらの文章を MeCab により分かち書き

にし，単語の出現頻度を計測した結果を図 1 に示す．

図 1 の青字は名詞, 緑字は形容詞，赤字は動詞を示

図 1 自動運転車に対する不安要因

す．また，文字が大きい単語ほど出現頻度が高い．図より，

自動運転車に対して，誤動作など機械的なトラブルを心配

する声が多いことが分かる． 

次に，出現頻度の高い単語を含む回答を抽出し，それら

の文章を要約すると，不安を次の三つに分類できる．

(1) 故障や誤作動，緊急時の責任の所在についての不安

(2) ドライバがいないことや乗車する人に対する不安

(3) 実績がないことによる不安

5. 歩行者が求める自動運転車とのコミュニケーション

前章の(2)の不安を払拭するためには，自動運転車の行

動意思を通知する手段が必要である．アンケートでは，五

つの情報提示法を示し，歩行者の視点から，気付きやすい

か，瞬時に判断しやすいか，行動意思を理解しやすいか，

の三つの視点で，歩行者として好ましく思う提示法を複数

回答可で聞いた．その結果を表 1 に示す．

表 1 から，音声が最も望まれていることが分かる．また，

聴覚だけでなく視覚に対応する要素を組み合わせて回答

した者が多く，単一の提示だけではなく，複数の要素を組

み合わせた方法が望まれていることが分かる． 

表 1 歩行者が求める自動運転車の通知方法

6. むすび

本稿では，自動運転車に対する歩行者の不安と，不安

を払拭するための歩行者と自動運転車のコミュニケーショ

ン方法について調査した．その結果，歩行者の自動運転

車に対する不安の詳しい要因を示し，歩行者へ自動運転

車から行動意思を通知する方法として音声を用いることが

望まれていること，更に文字や光を組み合わせる方法はな

およいとことが分かった．今後の課題として，具体的なコミュ

ニケーション方法を求めることが挙げられる．
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通知項目 人数 割合

音声 79 75.2%
文字 59 56.2%
光 45 42.9%

イメージ 20 19.0%
バーチャルアイ 18 17.1% 

その他 1 1.0%
無回答 0 0.0%
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